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令和４年度

学校の教育活動に関するアンケート結果

二本松市立杉田小学校



児童・保護者アンケートの結果

№ 質問項目 児童 保護者

1
　学校では，友だち同士で考えを聴き合いながら，学びを高め合
う授業が実践されている。

3.6 3.2

2
　お子さんは，自分で計画を立てて学んだり，読書したりするこ
とができている。

3.4 2.8

3
　お子さんは，家庭において，宿題や自主学習，読書をしてい
る。

3.5 3.1

4
　お子さんは，友だちと仲よくしながら、楽しく学校に通ってい
る。

3.6 3.4

5
　お子さんは，家庭や地域の中で，人とのかかわりや充実した体
験ができている。

3.4 2.9

6
　お子さんは，悩みや心配事がある時に，家族や教職員に相談し
ている。また，いじめをしない，見逃さないで，誰とでも支え
合って学んだり，生活したりしている。

3.5 3.3

7
　お子さんは、早寝・早起き、偏食、メディア時間，交通ルー
ル，安全な登下校，自転車の乗り方などについて，きまりを守っ
て生活をしている。

3.4 2.9

8
　お子さんは、元気に運動したり、遊んだりすることで，健康を
意識した取組をしている。

3.5 3.1

9
　学校は，ご家庭と連絡・相談しながら，お子さんの生活習慣を
支えている。

3.5 3.1

10
　学校は，必要な情報を適切に発信したり，必要な機関と連携し
たりして，協働的な体制を整えている。

3.1

11
　学校は，ＰＴＡとの連携を図りながら，学校運営にあたってい
る。

3.1

12
　学校は，地域との連携を図りながら，授業を行ったり交流を進
めたりしている。

3.0

学校評議員アンケート結果 評価の平均

1 3.8

2 3.6

3 3.6

4 3.8

5 4.0

6 3.8

7 3.8

8 3.2

9 3.2

10 3.6

意見・要望
・いつも児童たちの元気な姿を見て，こちらも元気をもらっています。
・子どもは地域の宝です。子供たちが発する元気な声や，学校から発せられるあらゆるものは，地域に活
力を生み出し元気を与えてくれます。ある識者が学校は子供，親，先生が「理解し合う」「守り合う」
「感じ合う」「改善し合う」時には「遊ぶ心」をもって「頑張りすぎない」ことが重要である。これらは
子供の「生きる力」が育まれ，「確かな学力」「豊かな人間性」「健康・体力」の向上へと繋がる。と，
いわれております。このような学校と地域が良好な関係が創造できたらと考えます。

開
か
れ
た
学
校

児童は，楽しそうに学校に行っている。

児童は，友達と仲よく学校生活を送っている。

一人一人の児童が大切にされ，認められる学校である。

教職員は，熱意をもって教育にあたっている。

教職員の服装は，きちんとしている。

教職員は，気持ちよい対応をしている。

学校は，教育方針や課題をわかりやすく伝えている。

学校は，家庭及び地域との連携を積極的に進めている。

家庭は，子育ての役割を果たし，学校に協力している。

地域は，学校教育に対して協力している。

鍛
え
合
う
態
度

令和４年度　学校評価（児童・保護者・学校評議員）結果報告書

４:よく当てはまる　３:やや当てはまる　２:あまり当てはまらない　１:まったく当てはまらない

評価の平均
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う
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 無回答

57% 41% 1% 0% 1%
47% 43% 3% 1% 6%
59% 36% 5% 0% 0%
64% 32% 4% 0% 0%

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 無回答

24% 39% 32% 5% 0%
20% 46% 27% 2% 5%
52% 7% 9% 2% 0%
50% 38% 11% 1% 0%

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 無回答

30% 48% 21% 2% 0%
39% 45% 9% 3% 4%
62% 29% 7% 2% 0%
57% 36% 8% 0% 0%

保護者(R 4)

２　自分で計画を立てて学んだり，読書したりす
ることができている。

保護者(R 3)
保護者(R 4)
児 　童(R 3)
児　 童(R 4)

３　家庭において，宿題や自主学習，読書をし
ている。

保護者(R 3)
保護者(R 4)
児 　童(R 3)

１　質問項目について
(　Ａ：よくあてはまる　　Ｂ：ややあてはまる　　Ｃ：あまりあてはまらない　　Ｄ：全くあてはまらない)

１　学校では，友だち同士で考えを聴き合いな
がら，学びを高め合う授業が実践されている。

保護者(R 3)

児 　童(R 3)
児　 童(R 4)

【考察】
　「よくあてはまる」「ややあてはまる」の肯定
的な回答が９割以上となった。本校の授業
実践について，一定の評価が得られている
ことがわかる。今後も，子どもたちが友達と
ともに「すすんで学び」「学びに没頭する子
ども」を育むことができるよう努めていきた
い。

【考察】
　「よくあてはまる」という回答が保護者と子
どもたちで２倍以上の違いがあった。子ども
たちなりに計画を立てて取り組んでいると
思っているが，大人の目からは計画的では
ないと感じてしまうのかもしれない。子どもた
ちの学びが客観的にも充実できるよう，家
庭と連携しながら支援していきたい。

児　 童(R 4)

【考察】
　「よくあてはまる」の項目において，昨年度
は３２ポイントのずれがあったが，今年度は
１８ポイントと差が小さくなった。子どもたち
のがんばりを家庭でも認めてもらっているの
だとうれしく思う。子どもたちの学びへの意
欲を引き出すためにも，保護者とそのがん
ばりを称賛していきたい。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

保護者(R 3)

保護者(R 4)

児 童(R 3)

児 童(R 4)

１ 高め合う授業の実践

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%

保護者(R 3)

保護者(R 4)

児 童(R 3)

児 童(R 4)

２ 計画的な学習，読書への取組

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%

保護者(R 3)

保護者(R 4)

児 童(R 3)

児 童(R 4)

３ 家庭学習の取組

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 無回答



Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 無回答

65% 34% 1% 0% 0%
61% 31% 2% 1% 5%
76% 17% 5% 2% 0%
71% 23% 5% 1% 1%

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 無回答

34% 47% 13% 1% 5%
29% 47% 16% 3% 5%
59% 30% 8% 3% 0% 0
56% 33% 10% 2% 0%

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 無回答

43% 51% 4% 0% 0%
46% 44% 5% 1% 4%
70% 25% 5% 0% 0%
59% 35% 5% 1% 0%

(　Ａ：よくあてはまる　　Ｂ：ややあてはまる　　Ｃ：あまりあてはまらない　　Ｄ：全くあてはまらない)

６　悩みや心配事がある時に，家族や教職員に
相談している。また，いじめをしない，見逃さな
い，誰とでも支え合って学んだり，生活したりし
ている。

保護者(R 3)
保護者(R 4)
児 　童(R 3)
児　 童(R 4)

【考察】
　多くの保護者と子どもたちが仲良く，楽し
い学校生活を送れていると回答している。
しかし，楽しいと感じられていない子どもが
いることは確かである。全ての子どもが笑顔
で登校することができるよう，その思いに寄
り添い，働きかけを続けていきたい。

児　 童(R 4)

【考察】
　昨年度と同様に，保護者の無回答が５％
あった。コロナ禍で，地域との交流を図るこ
とが難しい状況ではあったが，今後は状況
を考慮しながら，家庭や地域と連携して体
験的な活動ができるよう計画していきたい。
また，その様子を発信していきたい。

児 　童(R 3)
児　 童(R 4)

【考察】
　　子どもと保護者の両方において「よくあ
てはまる」「ややあてはまる」と９割以上の回
答があった。しかし，周囲に相談ができず，
友達とともに学習したり生活したりすること
に不安を感じている子どもが少数ながらも
見られるので，支援を続けていきたい。

５　家庭や地域の中で，人との関わりや充実し
た体験が出来ている。

保護者(R 3)
保護者(R 4)
児 　童(R 3)

４　友だちと仲良くしながら，楽しく学校に通って
いる。

保護者(R 3)
保護者(R 4)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

保護者(R 3)

保護者(R 4)

児 童(R 3)

児 童(R 4)

５ 家庭･地域での学び

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%

保護者(R 3)

保護者(R 4)

児 童(R 3)

児 童(R 4)

４ 仲良く，楽しい学校生活

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%

保護者(R 3)

保護者(R 4)

児 童(R 3)

児 童(R 4)

６ 相談，助け合い

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 無回答



Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 無回答

35% 49% 15% 2% 0%
25% 53% 18% 0% 4%
60% 33% 6% 1% 0%
53% 37% 9% 1% 1%

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 無回答

48% 37% 15% 1% 0%
39% 37% 18% 1% 5%
66% 25% 8% 1% 0%
63% 26% 10% 1% 0%

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 無回答

53% 41% 5% 0% 0%
40% 43% 10% 1% 15%
61% 32% 6% 1% 0%
59% 31% 8% 2% 0%

(　Ａ：よくあてはまる　　Ｂ：ややあてはまる　　Ｃ：あまりあてはまらない　　Ｄ：全くあてはまらない)

７　早寝・早起き，偏食，メディア時間，交通ルー
ル，安全な登下校，自転車の乗り方などについ
て，きまりを守って生活をしている。

児　 童(R 4)

【考察】
　「あまりあてはまらない」「全くあてはまらな
い」と回答した保護者が子どもの２倍程度い
た。今後も，食育や健康教育，安全教育を
充実させ，子どもたちが自分の生活を改善
できるように家庭と共に指導・支援を続けて
いきたい。

９　学校は，ご家庭と連絡・相談しながら，お子
さんの生活習慣を支えている。

【考察】
　昨年度と比較生すると，保護者の無回答
が１５％に増え，それに伴い肯定的な回答
が減少した。子どもたちの健やかな成長の
ためにも，保護者と規則正しい生活習慣の
イメージを共有して，同じ方向を見て指導・
支援していくことができるようにしたい。

保護者(R 3)
保護者(R 4)
児 　童(R 3)
児　 童(R 4)

児 　童(R 3)
児　 童(R 4)

【考察】
　昨年度と比較すると，保護者の「よくあて
はまる」の回答が減少し，無回答があった。
これは，学校で元気いっぱいに過ごす子ど
もたちの様子を伝えることができなかったこ
とも要因としてあると考える。今後は，元気
なすぎっ子の様子を家庭や地域へ発信し
ていきたい。

保護者(R 3)
保護者(R 4)
児 　童(R 3)

保護者(R 3)
保護者(R 4)

８　元気に運動したり，遊んだりすることで，健
康を意識した取組をしている。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

保護者(R 3)

保護者(R 4)

児 童(R 3)

児 童(R 4)

８ 運動・健康を意識した取組

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%

保護者(R 3)

保護者(R 4)

児 童(R 3)

児 童(R 4)

７基本的な生活習慣・安全な生活

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%

保護者(R 3)

保護者(R 4)

児 童(R 3)

児 童(R 4)

９ 学校・家庭の連携

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 無回答



Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 無回答

72% 27% 2% 0% 0%
35% 49% 9% 2% 5%

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 無回答

62% 36% 1% 0% 1%
40% 46% 4% 1% 8%

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 無回答

61% 38% 1% 0% 0%
37% 45% 6% 1% 11%

【考察】
　感染症の状況を見ながら，校外学習や地
域の方をお招きしての学習を進めてきた
が，これまで同様の連携は図れていなかっ
た。それが「よくあてはまる」の減少につな
がったのだと思う。次年度は，地域の方の
力をお借りして，子どもたちの学習がより豊
かになるよう連携していきたい。

児 　童(R 3)
児　 童(R 4)

【考察】
　「よくあてはまる」の回答が２分の１程度に
減少した。次項以降の意見にもあるように，
保護者の方に子どもの様子を発信したり，
保護者の方の意見を取り入れたりしながら
よりよい学校経営ができるよう努めていく。

１１　学校は，ＰＴＡとの連携を図りながら，学校
運営にあたっている。

保護者(R 3)

保護者(R 4)
児 　童(R 3)
児　 童(R 4)

保護者(R 3)
保護者(R 4)

保護者(R 3)

児 　童(R 3)
児　 童(R 4)

【考察】
　ＰＴＡとしての活動の多くが中止となってし
まい，保護者の皆様に学校に来ていただく
機会が少なくなってしまったためか，無回
答の割合が多くなった。今後は，感染症の
状況を考慮しながら，保護者の方々との連
携の在り方について検討していきたい。

１２　学校は，地域との連携を図りながら，授業
を行ったり交流を進めたりしている。

保護者(R 4)

(　Ａ：よくあてはまる　　Ｂ：ややあてはまる　　Ｃ：あまりあてはまらない　　Ｄ：全くあてはまらない)

１０　学校は，必要な情報を適切に発信したり，
必要な機関と連携したりして，協働的な体制を
整えている。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

保護者(R 3)

保護者(R 4)

児 童(R 3)

児 童(R 4)

１１ ＰＴＡとの連携

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%

保護者(R 3)

保護者(R 4)

児 童(R 3)

児 童(R 4)

１０ 情報の発信，関係機関との連携，

地域との協働

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%

保護者(R 3)

保護者(R 4)

児 童(R 3)

児 童(R 4)

１２ 地域との連携･交流

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 無回答



＜保護者へのアンケート結果より＞

コロナ禍におけ
る運動会や発表
会等の行事の実
施

校外学習
講師招聘授業
特設陸上

コロナ感染時の
対応

タブレットを
使ったリモー
ト・オンライン
学習

学習

授業

生徒指導

地域との連携

情報の発信

講師招聘授業 ・外部講師を活用するなど，学力の向上
に積極的に取り組んでいくこと

・子どもたちの学びが充実するよう積極
的に活用していきたい。

〇　教育活動のよかった点
・子どもの学校での学びが表現できていた。また，成長した姿も見ることができてよ
かった。
・子どもたちにとってもよい経験や思い出になったと思います。
・学校や子どもの様子が分かり開かれた学校で安心しています。.
・参観日では，子どもたちが工夫したり協力し合う自然な姿が印象的で普段から意識
して関わってくださっていることがよく伝わっています。
・入学して初めての発表会を開催していただけてよかったです。
・発表会は，自分達で発表の内容を考え，練習し，改善し，また練習し，と大変だと
話していましたが，イキイキした表情でした。終えた後は，満足感と達成感でキラキ
ラしていました。子どもはとても喜んでいました。
・自宅で真剣に練習する姿がとても嬉しかったです。

・神社への散策，楽しかったようです。
・子どももよい思い出になりました。校外学習が適時行われていることで学習のモチ
ベーションが高く活動出来ていると感じます。
・コミュタンふくしまや，点字の授業などはよい経験になった。
・駅伝大会という目標があって，みんなで努力できたことです。

・コロナへの感染対策や感染した人への配慮など。
・友達同士いじわるをしないところがすばらしい。
・何度も先生に家に来ていただき（宿題や様子をうかがいに）とてもありがたかっ
た。クラス閉鎖の時も同様に対応がよかった。

・休みが多くなったが，生活もだらだらしなくてよかった。
・先生や友達の顔を見ることで楽しく安心して勉強できた。
・試行錯誤かと思うが，始めた事が素晴らしいと感じました。
・色々配慮しつつ，出来る範囲でやるのは大変だったと思います。
・集団での授業が難しい状況でのリモート授業による学習。
・スムーズに家での授業が出来てよかったと思います。

〇　期待することや改善すべき点                                                   
【改善策等】

・登校後，朝の読書（学習）の時間を作っている事。

・子どもに合わせて授業を工夫して進めてくださいました。
・グループに分かれて話合い等をしながら進めているところ。

・個別懇談でうかがいましたが，生徒間で何か問題（課題）が生じたときに，学習よ
り話合いの場を優先して解決を図ることがあるとのことで，それがとてもよいと思い
ました。当事者間のみならず”クラスの問題（課題）”として他の生徒にも深く考え
させることは，各生徒にとって重要なことだと感心させられました。
・困ったことがあった時，担任の先生がすぐに対応してくださった。
子どもにも，今日起きたこと，ほめられたこと，しかられたこと，いろいろ聞きま
す。分け隔てなくだめなことはだめと指導できる対応に評価したいと思います。（注
意しないで逃げる先生もいますので）
・担任の先生が友達との関り合いもしっかり見てくれてると感じます。学校で誰とも
会話をしない毎日を過ごしていたが，今は休み時間に遊んだり大声で笑ったりしてる
ので，安心して学校生活を送れてるからだろうと思いました。

・町探検など地域の方々に協力いただく活動があると，下校時や放課後などの子供た
ちへの見守りに繫がると思う。

・学級だよりなどでクラスのことや行事等を知ることができます。
・連絡メールを通して，迅速かつ適切な情報発信が行われていると思います。
・クラス便りや担任の先生からのフォローのお電話など大変ありがたく感じていま
す。



参観機会の確保
情報の発信

・オンラインでもよいので，もっと子ど
もの様子を見る機会があるとよい。
・ホームページを充実させ，子供達の学
校生活や行事，給食の内容などが分かる
ようにしてほしい。
・学校だよりを発行し，地域へも回覧す
ることで地域のかたにも学校のことを
知ってもらうとよい。
・学年だよりで，もっと学校での様子を
教えてほしい。また，行事の日程，準備
するもの（学習で必要な物）など，もう
少し早く知らせてほしい。
・修学旅行の計画を立てる際，保護者の
意見も聞いてほしい。
・ゆっくり担任と話すために，学期ごと
に個別懇談や学級懇談があってもよい。
学級の友達や保護者のことが少しでも分
かると安心する。保護者間のコミュニ
ケーションを取りやすくしてほしい。

・保護者の皆様と思いを一つに子どもた
ちを健やかに育んでいくためにも，子ど
もの学びの姿とともに，学校の思いをさ
らに発信していく必要があると思いま
す。まずは，子どもたちが学校でのこと
をご家庭で伝えたいと思えるよう教育活
動を充実させていきたい。また，家庭や
地域の声を学校経営に生かすことができ
るよう，意見を伺う機会や方法を検討し
ていきたい。

生徒指導 ・毎日楽しく学校での時間を過ごせてい
るようなので，今後も同じ気持ちで学校
に通えるよう見守りをお願いします。
・子どもに関することの引継，共有を
しっかりして指導にあたってほしい。
・交通ルールを学校でも教えてほしい。

・年度や指導する担当が変わっても同じ
視点で指導・支援していけるよう，情報
の共有や引継をしっかりと行っていく。
・子どもたちが自分自身の命を守ること
ができるよう安全教育を充実させてい
く。

コロナへの対応 ・コロナの陽性者が出た時や何人いるか
などの情報があると助かる。学級閉鎖の
連絡も結局わかることなので，全員にど
この学級なのか連絡してもよいと思う。

・個人が特定できるような情報や偏った
憶測が行き交うような情報の発信は控え
させていただいた。今後については，市
教委と相談しながら検討していく。

施設・設備 ・サッカーゴールのネットを修理した方
がよい。また，駐車場がゴールの近くに
あるのでボールが車にあたりそうなので
対策してほしい。
・校舎の修繕を進めてほしい。

・サッカーゴールのネットについては修
繕を行った。駐車場側のゴールは，１～
３年生が使用することとすることで，
ボールが飛んでいかないようにする。
・校舎の修繕は市へ要望をしていく。

休み時間 ・低学年(特に一年生)はサッカーがした
くてもできない。サッカーボールの数は
十分足りているのか？どの学年も自由に
遊べる環境を整えてほしい。

・幼稚園側のゴールを４～６年生，駐車
場側のゴールを１～３年生が使用するこ
ととした。また，サッカーボールは十分
にあるので，周知していく。

宿題 ・量が多いと，適当にこなしてしまって
い 覚えられていない感が見られる。自学
もじっくり取り組めない。
・宿題，課題をもっと出してもらいた
い。自学で何をしていいのかわからず時
間が余ってしまうことがあるので。
・小学校教育の目標は，子供たちが自立
する事だと思う。一人一人の個性を尊重
し，個々の才能が発揮できるようになっ
て欲しい。その為に自分で学び深める自
主学習は大切だと思う。しかし，自主学
習とは宿題ではなく，自分が必要だと思
い取り組むからこそ効果があるもの。自
主学習という名の宿題，ノルマを課すよ
うな取り組みでは勉強嫌いになりかねな
い。環境づくりと段階を踏む過程が特に
大事だと感じる。家庭や地域と協力して
作り上げていく価値があると思う。

・家庭でも，個に応じて学習が進めるこ
とができるよう，家庭学習カードを活用
して計画を立てられるようにする。
・自主学習については，取り組み方や内
容の指導を十分行うことで，自分なりに
学び続けていくことができるような子ど
もを育んでいきたいと考える。



学校行事
教育活動

・コロナ前の学校行事をどんどんやって
ほしい。コロナ前の運動会に戻してもら
いたい。子どもたちの一生懸命運動して
いる姿たくさん観たい。
・「二分の一成人式」をやってほしい。
・鼓笛隊の復活してほしい。
・漢検を取り入れてほしい。
・コロナで運動不足なので，体を動かす
ことを増やしてほしい。

・一つ一つの活動が子どもたちにとって
有意義で無理のないものとなるよう，精
選・検討していきたい。

校外学習 ・コロナ禍でなかなか難しとは思うが，
校外学習など，外でしか学べない事など
経験させてほしい。

・子どもたちの学びが充実するよう積極
的に計画していきたい。

リモート授業
タブレットの活
用

・リモート授業でスムーズに進まない点
があり，ノウハウ蓄積をお願いしたい。
・家でもタブレットや携帯で遊んでいる
ので，タブレットを使いすぎないように
してほしい。

・タブレットや各種メディア等との付き
合い方は，子ども自身が考えられるよう
に指導していきたい。

駐車場
車の出入り

・すぎっこ発表会の時に，出入りの車の
誘導がうまくいっていなかった。分かり
やすく提示してほしい
・学校駐車場の出入りがしにくい。

・駐車場所や方法については，よりよい
方法を検討し，子どもたちの安全を守
り，混雑を解消できるようにしていきた
い。

服装 制服ではなく私服登校がよい。 ・すぐには決めることができないので，
今後，保護者の方々の声を集め，慎重に
検討していきたいと思う。

＜児童へのアンケート結果より＞

友達

学級

優しさ

仲よし

助け合い
思いやり

元気

先生

〇　杉田小学校のよい点は何ですか？
・楽しく元気にいれる。みんな明るい。みんな笑顔でいるところ。
・１年生が元気で明るい。
・６年生が楽しい企画を立ててくれる。
・よいお友達がいる。友達がたくさんできた。いろんな友達と遊べてとてもいい。

・みんなでいっしょのクラスで楽しくできるところ。
・みんなで生活している学級がよいところ。

・みんなが優しい。
・上級生もみんな優しい。掃除中に，班長が優しく教えてくれる。

・男女どちらも仲のよいところ。
・みんなケンカをしても仲直りができていること。
・みんなが笑顔でけんかも少なくて，みんな幸せなところ。

・助け合って学んだり，みんな笑顔で楽しく遊んでいたりしてとてもよいと思う。
・悲しいときに，助け合って行動するところ。
・支え合いができる。チームワークがよい。
・ダメな事をしていたら注意すること。
・一人一人楽しく過ごせるように工夫している。

・元気いっぱい友達と遊べるところ‼
・毎日，みんなが元気いっぱいで学校に来ること

・先生たちも優しいし学校も楽しい。
・勉強を教えてくれる。わかりやすい。詳しく説明してくれる。
・楽しい授業をしてくれるからいいと思う。
・校長先生のお話が面白い。



授業

学校行事
教育活動

施設・設備
宿題

給食

きまり，約束

あいさつ

心がけること

友達との仲のよ
い生活

授業，学習

清掃

けがの防止

きまりを守る

施設・設備
給食
あいさつ

・上級生もたまに廊下を走っているので，走らない。
・学校のきまりやルールを守ること。時間をちゃんと守る。

・校内をきれいにする。
・給食中黙食すること。
・あいさつを頑張る。

・偉いことをする。素晴らしい先輩になる。かもしれないを考えて通う！！
・委員会を一生懸命にやる。ボランティア活動をする。
・何にでもあきらめずにチャレンジ。
・先生に対して尊敬する言葉使いが出来ていない。聞いている人がすごく嫌な気分に
なるような言葉使いをしている。
・一人一人が楽しく過ごせるように，一人一人が頑張れるように工夫すればよい。
・いろんな人との関わりをもつこと。礼儀。基本的なことを当たり前のようにする。
考えて行動。

・友達に優しくして，いっぱい友達をつくる。けんかをしてもすぐに仲直りをする。
・みんなを困らせないで，みんなが楽しくなれるようにする。
・友達に暴力や暴言，いじわる，いたずらをしてはいけない。
・いじめをなくす。悪口を言わない。こそこそ話をさせない。
・思いやりが必要。困っている人を助ける。励まし合うこと。
・友達と協力して助け合うこと。相手の気持ちをよく考えること。
・他の学年と触れ合う機会を多くする。遊びに誘う。下の学年にも優しくする。

・もっと勉強する。わかないところもがんばる。先生や友達の話をよく聞く。
・運動や勉強で振り返りをする。身体能力をよくする。
・宿題や自学，読書をもっとする。
・授業中ふざけない。むだ話をしたり席を立ったりしないで集中する。一人一人が真
面目に授業を受ける。
・進んで発表したらよいと思う。大きな声で，高学年でも恥ずかしがらずに。
・教えること。みんなと仲よく学ぶ。

・掃除をちゃんと隅々までやって，学校をきれいにする。
・ゴミ拾いをすればよいと思う。
・掃除の時間に，しゃべらないこと。

・保健の先生が大変じゃないように，けがをしないで，毎日楽しい１日にする。

・いつもの給食がすごくおいしい。
・給食でプリンやデザートが出るのがいい。
・給食が温かい

・みんなで学校のきまりを守っているところです。

・よいあいさつ。さわやかなあいさつ。あいさつをしっかりしている。
・「こんにちは」と大きく声を出す。
・学年全員が先生とすれ違うと，止まってあいさつをきちんとしているところ。

〇　もっとすばらしい杉田小学校へするためには，どうすればよいと思いますか？

・やる気いっぱい元気いっぱい勉強できる。
・授業中に，みんなで助け合ってがんばってるところ。
・先生の話をしっかりと聞いている。
・楽しく勉強ができるところ。
・みんなと仲よく学べて嬉しいです。
・一人一人が頑張って勉強してること。
・グループでしっかり話し合ったり助け合ったるしている。
・なんでも進んでやり，最後まであきらめないところ。
・体育で運動ができること。たくさん歩くこと。

・いろんなことをしているからです。
・学校行事がたくさんあるところ。

・休み時間が終わるときチャイムが鳴る。
・宿題が少ない。


